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台湾の世界保健機関へのオブザーバー参加を求める意見書

新型コロナウイルスの世界的感染拡大に伴い、世界保健機関（以下、「ＷＨＯ」）

は、１月３０日、「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣言しました。

ＷＨＯの５月３０日付けの統計では、世界全体で新たに確認された１日あた

りの感染者数は、これまでで最多となるなど世界的な感染拡大の勢いは依然、衰

えていません。これまで以上の国際協力が必要とされている中、世界的な公衆衛

生危機対応の強化は不可欠であり、防疫に係る望まれない地理的空白を生じさ

せることはあってはなりません。

台湾は、２００９年以降、８年連続でＷＨＯ総会へオブザーバー参加し、保健

衛生分野において国際貢献してきたにも拘わらず、２０１７年より参加ができ

ておらず、まさに地理的空白となっています。

ＷＨＯ憲章は、「人種、宗教、政治信条や経済的・社会的条件によって差別さ

れることなく、最高水準の健康に恵まれることは、あらゆる人々にとっての基本

的人権のひとつ」と掲げており、台湾がいかなる政権であっても、保健衛生分野

の豊富な知見・経験を持つ台湾の参加を妨げてはなりません。

よって、中野区議会は、国会及び政府に対し、台湾のＷＨＯへのオブザーバー

参加実現に向けて、国際社会に対しての働きかけをこれまで以上に強化するこ

とを要望します。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出いたします。
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